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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　金沢大学教育学部附属高等学校
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　校　長　　上　田　穰　一
 

第17回高校教育研究協議会ご案内
テーマ　「これからの高校教育の方向を求めて―新学習指導要領と教材構成および学習評価―」

 

　爽秋の候，貴台におかれましては益々ご健勝にてご精励のこととお慶び申し上げます。
　平成14年度からの学校5日制の実施，および平成15年度新学習指導要領の実施が現実的な俎上に乗り，教育界はまさに大きな変革期を迎えております。特に既成各教科の内容3割縮減や新教科｢情報科｣および「総合的な学習の時間」の実施など，教育現場ではその対応に日々腐心されていることと存じます。
　本校でも数年前から来る日のために新しいカリキュラムや具体的な単元などの研究を重ねてまいりました。また，平成4年度に文部省から研究開発校に指定されて以来，総合的な学習の先行研究も8年目を迎えております。さらに，これらの研究をより実り多き物とするために，今後は大学･学部の協力を得て，教育科学の様々な理論と実践の融合を試みようとしています。本研究会では，その実践研究の成果の一端を発表し，皆様とともにこれからの高校教育のあるべき姿を模索したいと考えております。
　つきましては，先生方の多数のご参加を得て，ご批判，ご教示賜りたく，ご案内申し上げます。公務ご多様の折とは存じますが，貴校関係の先生方に多数ご参集いただきますよう，ご案内申し上げます。
 

記
 

１．主　　催　　　金沢大学教育学部附属高等学校
 

２．日　　時　　　平成11年11月12日（金）
 

３．会　　場　　　金沢大学教育学部附属高等学校
　　　　　　　　　〒921－8105　　金沢市平和町1丁目1番15号
　　　　　　　　　　　　　　　TEL（076）226-2154　　　FAX（076）226-2150

４．日　　程
9:00　　9:30　10:00　10:10　　11:00　11:10　　　　　 12:30　　　　13:20　　　　　　　　14:40　15:00

	受付
	開会行事
	移動
	公開授業
	移動
	分科会
	昼食
	パネル
ディスカッション
	閉会行事


 

５．開会行事　　（1）挨　　拶………学　校　長　上田穰一
　　　　　　　　（2）趣旨説明………研究部主任　高橋栄一
　　　　　　　　（3）日程説明………教務部主任　石田三郎
６．公開授業
	教科
科目
	学年
クラス
	授業担当
	題　材
	授業内容

	生活一般
	1年
Ａ組
	分校淑子
	住居領域（まちづくり）
	金沢市中心部のまちづくり案をグループで考え，提案する。本授業では，各グループの中間報告と意見交換を行う。

	国語Ⅰ
	1年
Ｂ組
	奥村郁子
	日本語について考える
	日本語に関する著作や発言が相次いでいる昨今の状況を踏まえ，生徒自らが日常の言語生活を振り返り，豊かで良質な言葉とは何かについて考える契機とする。

	国際情報
	1年
Ｃ組
	横野健二
	ホームページ形式によるクリスマスカードの作成
	Internetによる情報発信の身近な例として，またＨＴＭＬのより効果的な使用法の学習を目指して，ホームページ形式によるクリスマスカードを作成する。

	数学Ⅱ
	2年
文系
	矢部篤雄
	微分と積分
	問題解決のどの段階にどのような問いかけをすべきかについて考えて，問いかけが自ずと生まれてくるような授業展開を，2次関数の積分教材を通して試みる。

	化学ⅠＢ
	2年
理系
	樫田豪利
	酸･塩基･塩の反応（Ｈ＋の授受による化学変化）
	プレゼンテーションにＨＴＭＬブラウザとプロジェクターを利用し，ＧＩＦアニメやＭＰＥＧムービーを活用した学習を行う。

	英語Ⅱ
	2年
理系
	東　正一
	読むことと話すことを結びつける授業
	予習として読んだ内容をマインド・マップを使って整理しておき，そのマップを使ってペアで内容の確認や意見交換などの言語活動をする授業を行う。


 

７．分科会
	教科
	研究発表者
（研究協力者）
	研究題目
	発表内容

	家庭
	分校淑子
（山岸雅子(金沢大)）

（陣内雄次(宇都宮大)）
	住居領域における「まちづくり」の
授業展開
	現在，「まちづくり」は，行政主体から住民主体へと変化しつつある。生徒一人一人が住環境を創る主体としての自覚を高めることを目的とした「まちづくり」の授業展開について実践研究発表を行う。

	国語
	風間重利
島村潤一郎

（深川明子(金沢大)）
	国語教材の選定とその構成について
	高校国語教材にふさわしいと思われる作品について，教育学部教官，大学生，本校教員の意見をまとめ，その比較･検討を通じて新しい国語教材の可能性を探る。

	国際・文化
	山本吉次
（奥田晴樹(金沢大)）
	ワークショップ方式による総合学習の試み
	平成4年度以来，総合学習の先駆的試みとして「国際・文化科」を実践研究してきた。そのなかで，ワークショップ方式による平成10年度の授業実践を報告する。

	数学
	岡山正歩
（斎藤和夫(金沢大)）
	問題解決過程における各種問いかけの分析
	数学の問題解決は，自分自身への様々な問いかけを通して行われる。生徒の問いかけを分析して，望ましい学習方法と学習姿勢を目指した授業について考察する。

	理科
	倉　庸康
	新科目「理科総合Ａ」における課題
研究について
	新科目「理科総合Ａ」における課題研究的なものを，生徒に実施させてみた。その方法･手順，評価の仕方，結果の報告をする。

	英語
	西野貴子
（大場昌也(横浜国大)）
	文法指導における一試案
	従来の文法を整理･減量化し，体系化して新しいシラバスを構築する試みがある。高校現場ではその試みをどのように生かしていけるか，理論づくりと具現化をさぐる。


 

 

８．パネルディスカッション
　◇テーマ…「総合的な学習の時間」実施の要件を探る
　◇パネリスト　金子劭榮（金沢大学教育学部長）
　　　　　　　　江森一郎（金沢大学教育学部教授）
　　　　　　　　竹中　功（石川県教育委員会学校指導課指導主事）
　　　　　　　　山本吉次（金沢大学教育学部附属高等学校教諭）
　　　　 (司会) 　高橋栄一（金沢大学教育学部附属高等学校教諭）
 

都道府県教育委員会教育長殿


市町村教育委員会教育長殿


高等学校長殿


国立大学附属学校長殿


 








